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第２回定例会

令和６年度一般会計補正予算（第1号）令和６年度一般会計補正予算（第1号）

１億927万円１億927万円

   第2回定例会は、6月20日～7月9日に次について審議されました。

《一般会計予算総額》

低所得者支援給付金事業

５億２，250万円
★令和６年度　ケーブルテレビ通信系設備10G化工事

★水槽付消防ポンプ自動車

7,953万円購入金額：

契約の相手方　株式会社　九電工　大分支店

工事請負契約の締結について

財産の取得

295億5,086万３千円

議会は通常年に4回開催され、6月議会は今年になって2回目の議会なので第2回定例会と
いいます。条例改正や補正予算の審議等を行いました。閉会日の冒頭に、現在取り組んでい
る人口減少対策特別委員会の中間報告をし、残りの議案について慎重に審議し、全ての議
案が可決されました。

・報告　　　　　
・条例一部改正
・条例制定　　　
・協議　　　　　　
・市道路線　廃止　
・市道路線　認定　
・工事請負契約　
・財産の取得　　　
・補正予算

4 件
３件
１ 件
１ 件
１ 件
１ 件
２件
１ 件
３件

　開会日に上程（議事日程に
組み入れて本会議の議案と
して取り扱う）された案件は
１８件でした。
  低所得者支援及び定額減税
補足給付金事業の補正予算
第１号は、開会日に承認し、早
期事務執行されました。
　議員発議の豊後大野市議
会議員定数条例の一部改正
についても開会日に可決され
ました。
　閉会日に、全ての議案が可
決されました。

案件（報告含む）17件 第2回定例会

追加

ケーブル工事（イメージ）

水槽付消防ポンプ自動車

・豊後大野市議会議員定数
  条例の一部改正について
 18人を16人に改める。
　＊次の一般選挙から適用

議員発議　１件

令和６年度に新たに住民税非課税となった世帯や
住民税均等割のみ課税となった世帯を対象に、物価
高騰による負担を軽減するための給付金を支給
＊該当者には通知済

１世帯…10万円
対　象…1000世帯
子ども加算…5万円
対　象…80人

★

　
第
２
回
定
例
会
・
補
正
予
算
の
一
部
紹
介

令和６年度一般会計補正予算（第２号）令和６年度一般会計補正予算（第２号）

6億7,005万２千円6億7,005万２千円 《一般会計予算総額》
302億2,091万５千円追加

企業立地の戦略的プラン策定委託予算化！

企業誘致推進プラン策定委託料
★企業誘致の基盤整備を加速化するための

◆７月９日議決　第２号補正予算の一部を紹介

660万円
定額減税調整給付金事業

見込まれる者を対象に、給付金（調整給付）を支給
★住民税所得割及び所得税の納税者で定額減税しきれないと

定額減税調整給付金２億4，000万円
三重第一小学校区 児童クラブ施設改修予算化！

　放課後児童クラブ施設整備改修工事請負費
★廃園となった旧三重幼稚園舎を改修

１億3，509万円
小規模給水施設整備事業

　緒方町馬背戸地区、炭焼地区
★公営水道区域外の2地区の飲料用水施設の整備等補助

２，３００万円

対象者
　6,000人
＊該当者には
　通知あり

小規模集落等
水源整備工事請負費

園芸産地整備事業

　対象者　豊後大野市白ねぎ生産組合
★白ねぎ雑草対策、土づくり対策、気象緊急対策

７５８万円短期集中圏域支援品目
生産拡大推進事業補助金

肉用牛担い手確保総合対策事業

 　対象　　朝地町　　１ケ所
★畜舎の新増築及び改築に対し補助

８７４万円肉用牛担い手確保
総合対策事業補助金

旧三重幼稚園舎

施設整備事業の様子

白ねぎ

畜舎の様子

　
補
正
予
算
の
一
部
紹
介

（第86号2024.9） （第86号2024.9） 23



補
正
第
２
号
は

　
　
　「
討
論
」の
後
　
可
決

議案質疑
一般会計補正予算第２号

一部を
紹介

　
７
月
２
日
に
、全
て
の
議
案

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
、４
名
の
議
員
か
ら
、１１

項
目
の
質
問
通
告
が
あ
り
、執

行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。一
部
に
つ
い
て
要
約
し
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
何
を
策
定
す

る
の
か
。

　
本
市
が
選
ば
れ
る
た
め

に
、地
域
特
性
の
調
査
、分

析
を
し
、優
位
性
を
示
す
。

答 問

　
新
築
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、改
修
に
至
っ
た
経

緯
は
。

　
建
て
替
え（
新
築
）と
解

体
を
合
わ
せ
た
経
費
が
、

改
修
の
２
倍
と
な
る
。建

物
の
耐
震
性
は
あ
る
。

答 問
　
ど
の
よ
う
な
改
修
を
す

る
の
か
。

　
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、空
調
設

備
、ト
イ
レ
改
修
、床
張
り

替
え
、ク
ロ
ス
張
替
等
。

答 問
　
第
一
小
学
校
の
利
用
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
子
ど
も
の
す
み
わ
け
が

難
し
い
。校
舎
の
管
理
の
問

題
、利
用
人
数
が
多
い
、空

き
教
室
の
変
動
等
の
問
題

が
あ
る
。

答 問

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
今
年
中
に
解
体
し
、今

年
度
中
に
公
売
予
定
。

答 問

　
改
修
等
の
件
数
は
。

　
２０
件

答 問
　
今
後
改
修
の
希
望
が
増

え
て
く
る
と
考
え
る
が
、

予
算
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
来
年
度
は
、希
望
を
と
っ

て
、新
年
度
予
算
を
編
成

す
る
予
定
。 

答 問

　
当
初
予
算
に
あ
っ
た
、地

下
水
電
気
探
査
調
査
と
関

連
が
あ
る
の
か
。

　
両
輪
で
実
施
す
る
が
、

プ
ラ
ン
は
、地
下
水
等
の
関

係
な
い
企
業
も
あ
る
。

答 問
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
公
募
、選
考
後
、事
業
を

実
施
し
、年
内
に
業
務
委

託
を
終
了
さ
せ
た
い
。

答 問
　
プ
ラ
ン
の
期
間
は
。

　
期
間
は
定
め
て
い
な
い

が
短
期
的
な
も
の
。ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
た
事
業
と

な
る
。

答 問 企
業
誘
致

　
　
推
進
プ
ラ
ン
策
定

旧
三
重
幼
稚
園
舎
改
修

旧
南
分
署

　
　
解
体
工
事
請
負
費

自
治
公
民
館

　
　
　
整
備
支
援
事
業

 

反
対
討
論
の
要
約

　
市
の
財
政
を
考
え
る
と
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整

備
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
高

額
で
あ
る
の
で
反
対
。

 

賛
成
討
論
の
要
約

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
改
修
工
事
請
負
費
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
市
長
は
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
や
さ
し

い
環
境
づ
く
り
を
施
政
方
針

で
謳
い
、
持
続
可
能
な
豊
後

大
野
市
づ
く
り
に
繋
げ
て
い

く
方
策
と
し
て
、な
ぜ
築
４６
年

も
経
過
し
て
い
る
の
に
建
て

替
え
（
新
築
）
で
は
な
く
改

築
で
す
す
め
る
の
か
？

　
閉
会
日
の
前
日
、
子
育
て

支
援
課
、
建
設
課
、
児
童
ク

ラ
ブ
職
員
の
方
立
会
い
の
も

と
、
現
状
と
現
地
の
確
認
を

旧
三
重
幼
稚
園
舎（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

の
改
修
に
つ
い
て
早
い
段
階
で
議
会
へ
の

説
明
が
な
ぜ
な
か
っ
た
の
か

　

　
議
案
質
疑
の
内
容
は
、豊
後

大
野
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
、「
議
会
中
継
」の
ペ
ー
ジ

よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

消防本部旧南分署（緒方町下自在）

*
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　
地
方
自
治
体
な
ど
が
業
務

　
を
外
部
に
委
託
す
る
際
に

　
利
用
す
る
発
注
方
式

　
特
化
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
委
託
す
る
の
か
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

公
募
す
る
。

答 問

*

同
僚
議
員
数
名
と
調
査
。

　
改
修
箇
所
、改
修
工
程
、児

童
を
受
け
入
れ
な
が
ら
の
改

修
工
事
の
安
全
性
、今
後
の

運
営
の
見
通
し
、保
護
者
や

児
童
へ
の
配
慮
、受
託
者
と

の
協
議
の
積
み
重
ね
状
況
な

ど
を
確
認
、疑
義
は
払
拭
で

き
た
。

　
今
回
の
案
件
は
、ど
う
し
て

事
前
に
説
明
が
な
か
っ
た
の

か
。納
得
が
い
く
説
明
が
な
け

れ
ば
正
し
い
判
断
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
児
童
の
安
全
を
第
一
に
、順

調
な
改
修
が
進
み
、放
課
後

の
児
童
の
居
場
所
が
安
全
で

保
護
者
に
と
っ
て
は
安
心
で
、

学
校
同
様
、子
ど
も
の
輝
く

居
場
所
で
あ
る
こ
と
を
切
に

願
う
。

　
議
案
質
疑
一
部
を
紹
介

一般質問
という名の
政策提案

川野市政に、ズバッと質問ビシッと提言
10名の議員が登壇

行政財産の運用管理について
市長の交際費と出張旅費について
市職員の定着率について
市立図書館の開館日について
関係人口交流拠点施設 cocomioについて
農業の振興について

●川野　辰徳 （６ページ）

自治体デジタル・トランスフォーメーション（DX）の
取組について
水道事業について
児童生徒の視力低下について

●佐藤　昭生 （８ページ）

火葬場の残骨灰の売渡しにかかる一般競争入札の導入
について
企業版ふるさと納税について
認知症基本法（共生社会の実現を推進するための認知
症基本法）について
高齢者の健康対策としての運動機会の増大について
人口減少を見据えた旧町村の施設の老朽化に伴う建物
の取扱いについて

●春野　慶司 （１０ページ）

人口減少対策について
朝倉文夫記念館について
主権者教育について

●原田　健蔵 （１2ページ）

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」を
暮らしにいかし育てる取組について
こども家庭センターきらきらの状況について
すきま時間で働きたい人と人手不足の現場をつなぐ

「業務委託型短時間ワークシェアリング」の取組について

●高野　辰代 （６ページ）

教職員の労働環境について
老人福祉計画及び第９期介護保険事業計画について

●穴見　眞児 （６ページ）

農業振興について
鳥獣被害について
過疎地域（集落）の防犯対策について

●小野　順一 （８ページ）

椎茸原木供給とテントサウナの薪供給事業について
自治公民館の防災の現状と対策について

●工藤　秀典 （８ページ）

本市農政について
●嶺　英治 （１０ページ）

デスティネーションキャンペーンの現状と経過について
消防体制について
給食の賄い等の現状は
生活道路の安全性を目指して

●衞藤　竜哉 （１０ページ）

　6月26日、27日に行われた一般質問には10名の議員が登壇し、自治体DX、労働環境、健康対策、農業振興、人口減少
対策など32項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。 　
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下に掲載しているＱＲ
コードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただけます。 

※ 一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は
　　　　　　　各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。 

6月も白熱！
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一
般
質
問

ふれあい . 学びの杜　豊後大野市図書館

認知症バリアフリーに関するパンフレット

コミュ二ティカフェの様子（おおの健康づくり教室）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／川野　辰徳
か わ の     　たつのり

議員
（無会派）

問問答答
市
立
図
書
館
の
開
館
日
に
つ
い
て

市
民
の
学
ぶ
機
会
の
確
保
に
努
め
る

問社
会
教
育
課
長

　
２
９
５
日
と
県
に
報
告
し
て
お
り
、
利
用
者
が
来
館

す
る
こ
と
が
で
き
る
日
が
２
７
８
日
、
特
別
整
理
期
間

や
館
内
整
理
日
と
し
て
館
内
環
境
の
整
備
に
充
て
る
日

が
17
日
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
17
日
は
利
用
者

は
来
館
が
で
き
な
い
が
職
員
が
出
勤
し
て
お
り
、
本
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
の
電
話
対
応
は
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
市
民
の
ご
意
見
等
を
賜
り
な
が
ら
市
民
の
学
ぶ
機
会

の
確
保
に
努
め
る
。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

問問答答
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

た
め
の
認
知
症
基
本
法
の
取
組
は

基
本
理
念
に
の
っ
と
っ
た

計
画
を
策
定

問高
齢
者
福
祉
課
長

　
普
及
啓
発
や
認
知
症
の
予
防
、医
療・ケ
ア・介
護

サ
ー
ビ
ス
の
関
係
者
に
よ
る
介
護
者
へ
の
伴
走
支

援
、認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
と
若
年
性
認
知

症
の
人
の
支
援
を
実
施
。今
後
は
、基
本
法
の
基
本

理
念
に
の
っ
と
っ
た
計
画
を
策
定
す
る
。

子
育
て
支
援
課
長

　
統
括
支
援
員
を
中
心
に
、様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

し
、助
産
師
、保
健
師
、虐
待
対
応
専
門
員
を
配
置
。居

場
所
型
の
学
習
支
援
事
業
の
取
組
、ス
マ
ホ
の
医
療
相

談
ア
プ
リ「
き
ら
き
ら
い
つ
で
も
診
療
所
」の
導
入
な
ど

新
た
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

問問答答
教
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

労
働
環
境
改
善
に
向
け
た

方
策
に
取
り
組
む

問学
校
教
育
課
長

　
令
和
４
年
度
の
月
45
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
が

あ
っ
た
教
職
員
は
17
％
、令
和
５
年
度
は
14
％
で
３
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
認
知
症
に
焦
点
を
当
て
た
初
め
て
の
法
律
が

１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。「
新
し
い
認
知
症
観
」「
当

事
者
参
画
」「
認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
」等
が

必
要
。現
在
の
啓
発
の
状
況
と
今
後
の
取
組
は
。

　
　
市
民
の
方
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。12
月
28
日
に
市

立
図
書
館
が
休
館
し
て
お
り
利
用
で
き
ず
、そ
の
方
は

仕
方
な
く
竹
田
市
の
図
書
館
を
利
用
さ
れ
た
そ
う
だ
。

そ
の
方
は「
な
ぜ
豊
後
大
野
市
民
が
竹
田
市
ま
で
行
か

な
い
と
い
け
な
い
の
か
」と
疑
問
を
呈
さ
れ
て
い
た
。仕

事
始
め
の
１
月
４
日
も
休
館
し
て
い
た
こ
と
も
挙
げ
、

「
仕
事
始
め
の
日
な
の
だ
か
ら
開
館
し
て
ほ
し
い
」と
嘆

い
て
お
ら
れ
た
。ま
た
、祝
日
を
休
館
日
に
し
て
い
る
２

月
の
よ
う
な
月
も
あ
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
で
は

な
い
と
の
不
満
の
声
も
届
い
て
い
る
。

　
我
が
豊
後
大
野
市
の
昨
年
度
の
開
館
日
を
２
９
５
日

と
答
弁
さ
れ
た
が
２
９
５
日
で
間
違
い
な
い
か
。

　
　
時
間
外
労
働
の
実
態
は
。

問学
校
教
育
課
長

　
部
活
動
の
地
域
移
行
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。担

当
者
か
ら
は「
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
た
」な

ど
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
部
活
動
指
導
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
　
部
活
動
へ
の
教
職
員
の
関
わ
り
は
。

問学
校
教
育
課
長

　
本
年
度
は「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
」に
取
り
組
ん
で
い

る
。今
後
も
労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
。

　
　
改
善
に
向
け
た
今
後
の
取
組
は
。

問高
齢
者
福
祉
課
長

　
日
常
生
活
圏
域
を
市
全
体
で
１
圏
域
と
設
定
し
、第

２
層
、第
３
層
及
び
第
４
層
協
議
体
等
に
も
働
き
か
け

を
行
い
、地
域
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
協
議
体
の
設
置
と
今
後
の
取
組
は
。

問高
齢
者
福
祉
課
長

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
生
活
支
援
を

推
進
し
て
い
る
。介
護
予
防

に
つ
い
て
は
各
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
を
支

援
す
る
。

　
　
生
活
支
援・介
護
予
防
の
取
組
は
。

問高
齢
者
福
祉
課
長

　
介
護
職
の
魅
力
を
発
信

す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の

実
施
を
検
討
。

　
　
介
護
人
材
の
確
保
は
。

問　
　
４
月
１
日
か
ら「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
き
ら
き

ら
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長

　
急
な
陣
痛
や
夜
中
に
破
水
し
た
場
合
な
ど
に
、消
防

署
が
事
前
に
登
録
し
た
妊
婦
さ
ん
の
情
報
を
基
に
ス
ム
ー

ズ
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

問　
　
き
ら
き
ら
マ
マ
１
１
９
に
つ
い
て
説
明
を
。

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
き
ら
き
ら
の
状
況
は

老
人
福
祉
計
画
及
び

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

質問者／高野　辰代
た か の 　    た つ よ

議員
（新政会）

質問者／穴見　眞児
あ な み 　 　 しんじ

議員
（新政会）

協議体…地域に支え合いの輪を広げていくために、地域住民同士で話し合う場。

*

新しい認知症観…住み慣れた地域で仲間とつながりながら役割を果たし、認知症の人が
基本的人権を有する個人として認知症とともに希望をもって生きるという考え方。
*

*

*
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一
般
質
問

防犯カメラ（イメージ）

大原配水池（三重町赤嶺）

なばサウナ（ロッジきよかわ）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／小野　順一
  お  の     　じゅんいち

議員
（政友会）

問問答答
過
疎
地
域
の
防
犯
対
策
は

既
存
の
取
組
を
強
化
し
て
い
き
た
い

問問 総
務
企
画
統
括
理
事

　
「
地
域
の
目
」
機
能
の
代
替
と
な
り
う
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
警
察
本
部
が
実
施
し

て
い
る
自
治
会
等
を
対
象
と
し
た
「
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
要
望
が
あ
る
が
、
対
応
は
。

総
務
企
画
統
括
理
事

　
地
域
の
防
犯
活
動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
組
織
・

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
組
合
ま
た
は
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
補
助
対
象
者
に
つ
い
て
。

問総
務
企
画
統
括
理
事

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
、
上
限
額
20
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

総
務
企
画
統
括
理
事

　
大
分
県
が
定
め
る
「
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
た
、
「
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
・
運
用
要
領
」
を
各
団
体
で
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
撮
影
対
象
区

域
内
、
又
は
付
近
の
見
や
す
い
場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
設
置
者
の
名
称
を
表
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
補
助
率
に
つ
い
て
。

問総
務
企
画
統
括
理
事

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
及
び
設
置
に
係
る
費
用
、
防
犯

　
補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て
。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

問問答答
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

の
取
組
に
つ
い
て

今
後
も
窓
口
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
む

問総
務
企
画
統
括
理
事

　
申
請
可
能
な
業
務
の
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で

の
導
入
実
績
と
し
て
、子
育
て
や
住
ま
い
、税
、高
齢
者

介
護
、防
災
等
、50
の
申
請
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
可
能
と
な
っ
た
。な
お
、令
和
６
年
度
か
ら
、ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
に
よ
る
各
証
明
書
等
発
行
手
数
料
の
徴
収
機
能

の
追
加
等
、窓
口
に
来
な
く
て
も
申
請
が
可
能
と
な
る

仕
組
み
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。　

学
校
教
育
課
長

　
視
力
検
査
結
果
の
通
知
や
保
健
だ
よ
り
を
通
じ
て
、視

力
低
下
を
防
ぐ
内
容
を
掲
載
し
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

産
業
建
設
統
括
理
事

　
基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は
、48・５
％
、浄
水
施
設
、

配
水
池
の
耐
震
化
率
は
、そ
れ
ぞ
れ
34・７
％
、21・７
％
と

な
っ
て
い
る
。次
の
事
業
計
画
に
は
施
設
の
耐
震
化
計
画

を
盛
り
込
み
、耐
震
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／佐藤　昭生
さ と う      　あ き お

議員
（れいめい会）

問問答答
椎
茸
原
木
供
給
と
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
用
薪

供
給
事
業
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
伐
採
後
の
椎
茸
原
木
や

薪
の
利
活
用
に
取
り
組
む

問農
林
整
備
課
長

　
令
和
２
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
を
利
用
し
、大

径
木
化
し
た
ク
ヌ
ギ
林
の
伐
採
に
よ
る
森
林
整
備
と
ク

ヌ
ギ
林
の
再
生
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
推
進
に
つ
い
て
。

　
　
大
径
木
化
し
た
ク
ヌ
ギ
を
本
市
な
ら
で
は
の
方
法

と
し
て
、椎
茸
に
使
え
る
所
は
原
木
と
し
て
使
用
、大
き

す
ぎ
る
所
は
薪
と
し
て
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
に
利
用
す
る
事

業
は
成
り
立
た
な
い
か
。

問農
林
整
備
課
長

　
椎
茸
生
産
を
は
じ
め
れ
ば
補
助
が
あ
る
が
、薪
供
給

事
業
に
は
な
い
。農
林
整
備
課
と
し
て
は
、現
在
森
林
整

備
を
目
的
と
し
た
事
業
で
大
径
木
化
し
た
ク
ヌ
ギ
の
伐

採
を
し
て
い
る
。伐
採
後
の
副
産
物
と
し
て
活
用
し
椎

茸
生
産
と
サ
ウ
ナ
事
業
に
活
用
し
て
い
く
。

　
　
椎
茸
の
種
駒
を
３
万
以
上
う
た
な
け
れ
ば
補
助
金

は
受
け
ら
れ
な
い
。単
純
に
原
木
供
給
を
す
る
、薪
供
給

事
業
を
す
る
に
し
て
も
こ
こ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

問農
林
整
備
課
長

　
ロ
ッ
ジ
き
よ
か
わ
で
は
林
研
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
ク

ヌ
ギ
の
薪
を
供
給
し
て
い
る
。

　
　
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
に
使
う
薪
は
市
内
の
団
体
か
ら
も

提
供
を
受
け
て
い
る
が
、到
底
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
サ
ウ
ナ
の
ま
ち
宣
言
を
し
な
が
ら
薪
を
他
市
か
ら
輸

入
し
て
い
る
。椎
茸
原
木
の
供
給
と
合
わ
せ
る
こ
と
で

薪
の
自
給
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
。

問　
　
基
幹
的
な
水
道
管
の
う
ち
耐
震
性
の
あ
る
管
路
の

問　
　
裸
眼
視
力
が
１・０
未
満
の
割
合
は
小
中
高
生
い
ず

れ
の
段
階
で
も
過
去
最
多
の
結
果
が
出
て
い
る
。本
市

の
現
状
と
対
応
策
は
。

問

水
道
事
業
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
視
力
低
下
に
つ
い
て

質問者／工藤　秀典
く ど う 　 　ひでのり

議員
（新政会）

カ
メ
ラ
の
設
置
を
示
す
プ
レ
ー
ト
等
の
購
入
及
び
設
置

に
係
る
費
用
と
な
っ
て
い
る
。

割
合
、浄
水
施
設・配
水
池
の
耐
震
化
の
状
況
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
。 *

配水池…消毒が完了した浄水を配水する前に一時的に蓄えておく施設。*

*

林研グループ…林業経営にかかわる学習・研究活動・共同事業などを行うグループ。*
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一
般
質
問

農地利用最適化推進委員のパトロールの様子

ゾーン30

三重葬斎場（三重町菅生）

ゾーン30…区域（ゾーン）を定めて時速30キロの速度規制の実施と車の走行速度や通り抜けを抑制する。*

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／嶺　英治
みね     　えいじ

議員
（新政会）

問問答答
本
市
農
政
に
つ
い
て

第
４
次
農
業
振
興
計
画
に
よ
り
、

着
実
に
推
進
し
て
い
る

産
業
建
設
統
括
理
事

　
本
年
度
、
民
間
の
自
動
車
学
校
で
の
免
許
取
得
補
助

金
（
経
費
の
２
分
の
１
）
を
予
算
化
し
た
が
申
込
者

（
希
望
者
　
大
型
特
殊
１
１
１
人
、
け
ん
引
64
人
）
は

現
時
点
で
は
い
な
い
。
７
月
中
に
対
象
要
件
の
緩
和

等
、
県
に
要
請
す
る
予
定
。

農
業
振
興
課
長

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
総
合
防
除
の
実
施
計
画
で
、

農
家
に
負
担
や
事
務
を
強
い
る
も
の
で
は
な
い
。

産
業
建
設
統
括
理
事

　
令
和
３
年
度
が
３
４
６
㌶
、４
年
度
が
３
６
５
㌶
、令
和

５
年
度
は
森
林
の
様
相
を
呈
し
、再
生
利
用
が
困
難
な
農

地
を
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
、非
農
地
と
判
断
す
る
こ
と
で
２
１
８
㌶
と
な
っ
た
。

　
　
大
分
県
が
策
定
し
た「
病
害
虫
の
総
合
防
除
計
画
」

に
よ
り
期
待
で
き
る
農
家
へ
の
影
響
は
。

問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

問問答答
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
成
果
は

た
い
へ
ん
好
評
な
も
の
が
多
か
っ
た

問商
工
観
光
課
長

　
サ
ウ
ナ
の
ま
ち
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
ジ
オ
の
文
化
的
景

観
や
ジ
オ
サ
イ
ト
を
巡
る
ツ
ア
ー
な
ど
多
く
の
お
客
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
認
識
し
て
い
る
。

建
設
課
長

　
今
後
も
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
応

じ
て
、整
備
を
進

め
る
。

　「
ゾ
ー
ン
30
」に

つ
い
て
も
相
談
や

要
望
が
あ
れ
ば
、

警
察
や
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら

安
全
安
心
な
生
活

道
路
の
対
策
に
取

り
組
む
。

消
防
長

　
現
在
、全
国
的
に
消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
。

本
市
で
は
広
報
活
動
や
処
遇
の
改
善
に
取
り
組
み
、将

来
の
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
、ジ
ュ
ニ
ア
消
防
ク
ラ
ブ
を

結
成
す
る
。

　
今
後
も
、消
防
団
の
充
実
強
化
に
努
め
る
。

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

問問答答
火
葬
場
の
残
骨
灰
の
売
渡
し
に
か
か
る

一
般
競
争
入
札
の
導
入
に
つ
い
て

本
市
に
と
っ
て
よ
り
最
善
な
方
法
を

選
択
で
き
る
よ
う
努
め
る

問環
境
衛
生
課
長

　
本
市
で
は
昨
年
度「
残
骨
灰
」の
取
扱
い
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。そ
れ
に
よ
る
と「
売
却
は
好

ま
し
く
な
い
」と
い
う
回
答
は
９・６
％
で
あ
っ
た
。

　
現
在
、野
津
町
区
域
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
中

で
あ
る
の
で
、そ
の
結
果
を
待
っ
て
臼
杵
市
と
の
協
議
を

行
い
最
善
な
選
択
を
す
る
。

　
　
耕
作
放
棄
地
の
状
況
は
。

　
　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
、Ｊ
Ｒ
九
州
大
型
誘
客
企
画

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）が
開
か
れ
た
。

　
市
内
で
の
観
光
者
等
の
動
き・反
響
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

問　
　
大
型
特
殊・け
ん
引（
農
耕
車
限
定
）運
転
技
能
研
修

の
強
化
取
り
組
み
は
。

　
　
こ
の
質
問
を
初
め
て
し
た
時
か
ら
大
分
市
で
は
す

で
に
２
回
実
施
し
た
。令
和
５
年
６
月
と
６
年
５
月
で
あ

る
。こ
の
間
に
豊
後
大
野
市
が
２
回
実
施
し
て
い
れ
ば

得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
逸
失
利
益
は
軽
く
１
千
万
円
は
下

ら
な
い
と
考
え
る
。

　
大
分
市
が
３
回
目
を
実
施（
令
和
７
年
５
月
頃
）す
る

ま
で
に
は
豊
後
大
野
市
も
実
施
で
き
る
の
か
。入
札
と

い
っ
て
も
年
に
１
回
実
施
す
る
だ
け
で
、一般
競
争
入
札

を
実
施
し
た
か
ら
と
い
っ
て
業
者
の
仕
事
内
容
が
変
わ

る
わ
け
で
も
な
い
。な
ぜ
実
施
ま
で
に
こ
ん
な
に
時
間
が

か
か
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。い
た
ず
ら
に
引
き
伸
ば

し
て
い
る
こ
と
。逸
失
利
益
の
計
算
が
大
分
市
の
例
な

ど
か
ら
容
易
に
算
定
で
き
る
こ
と
か
ら
住
民
監
査
さ
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
案
件
と
考
え
る
。住
民
監
査
請
求

問　
　
豊
後
大
野
市
の
消
防
体
制
は
、消
防
本
部
87
人
、消

防
団
９
０
５
人
。

　
消
防
団
員
数
の
確
保
が
更
に
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ

問　
　
通
学
路
等
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
の
安
全
性
を
高

め
る
取
り
組
み
強
化
が
必
要
と
感
じ
る
。

　「
ゾ
ー
ン
30
」と
い
う
速
度
規
制
の
設
置
を
す
す
め
て

は
。

農
業
振
興
課
長

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、令
和
７

年
３
月
末
ま
で
に
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
し

た
地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。７
月
の
千
歳

町
を
皮
切
り
に
各
町
で「
協
議
の
場
」を
開
催
し
、年
度

末
ま
で
に
目
標
地
図
を
含
む
地
域
計
画
を
本
市
１
計
画

で
策
定
す
る
予
定
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問　
　
地
域
計
画
の
策
定
状
況
は
。

問

消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て

生
活
道
路
の
安
全
性
を
目
指
し
て

質問者／衞藤　竜哉
え と う 　　　た つ や

議員
（無会派）

質問者／春野　慶司
は る の 　  　け い し

議員
（れいめい会）

れ
る
。消
防
団
の
運
営
は
大
丈
夫
な
の
か
。

*

を
さ
れ
る
前
に
ど
う
か
実
施
し
て
ほ
し
い
。
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一
般
質
問
・
委
員
会
付
託三重総合高校で開催された地場企業合同説明会の様子

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

問問答答
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

地
域
と
連
携
し
た
移
住
環
境
の

醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

問総
務
企
画
統
括
理
事

　
本
市
で
は
、
大
分
労
働
局
、
公
共
職
業
安
定
所
と
雇

用
等
の
改
善
に
連
携
し
て
取
り
組
み
、
三
重
総
合
高
校

の
生
徒
、
保
護
者
を
対
象
に
「
地
場
企
業
合
同
説
明

会
」
を
毎
年
開
催
し
、
就
業
機
会
の
確
保
、
地
元
就
職

へ
の
機
運
醸
成
に
努
力
。

　
関
係
人
口
交
流
拠
点
施
設
「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｏ
」
で

は
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
相
談
業
務
を
実

施
。
令
和
５
年
度
実
績
は
、
新
規
事
業
創
出
数
・
施
設

利
用
者
数
・
創
業
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
数
・
相
談
件
数
と

も
目
標
指
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
新
規
就
農
者
の
確
保
育
成
が
目
的
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
で
は
、
２
年
間
の
研
修
期
間
中

総
務
課
長

　
こ
の
制
度
は
、費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
設

け
、宅
地
建
物
物
流
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
推
進
、こ
れ
ま

で
３
６
４
件
の
物
件
登
録
が
あ
り
、２
４
７
件
の
成
約
実

績
で
あ
る
。市
有
地
の
住
宅
団
地
化
と
水
道
施
設
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実
と
住
宅
造
成
・
水
道

施
設
の
拡
充
は
。

　
人
的
支
援
に
よ
る
就
業
斡
旋
・
紹
介
は
。

問

質問者／原田　健蔵
は ら だ   　けんぞう

議員
（れいめい会）

に
、
毎
月
、
関
係
機
関
と
定
例
会
を
開
催
、
研
修
後

は
、
給
付
金
な
ど
各
種
制
度
の
手
続
の
継
続
支
援
や
収

納
状
況
報
告
を
基
に
経
営
状
況
と
課
題
を
把
握
し
、
助

言
指
導
を
実
施
。

２度の入札不調を経て、
２億４，９３７万円で落札者が決定。

新興感染症に対応すべく簡易陰圧装置を取得。
　　　　　　　　　　　　豊後大野市民病院

議会で上程された議案は、各常任委員会（総務・厚生文教・
産業建設）に付託されそれぞれ審査されました。

三重町久田と清川町伏野の
中津無礼川に架ける橋梁上部工架設工事

病室内部の気圧を外部より
低く保ち病原体の拡散を
防止する目的で設置

重要な資産の取得は、簡易陰圧
装置を追加する。
今後、新興感染症が発生した際
に、患者の受入れを行う医療機関
として、今年度中に県と医療措置
協定を結ぶことになりました。協
定を結ぶにあたり、国の補助金を
活用し、感染対策に必要な施設や
設備を新たに整備します。

■工事請負契約の
　締結について

■病院事業特別会計
　補正予算（第１号）

委員会審査報告

工事名
　市道久原柳瀬・伏野
　新田線橋梁上部
　工架設工事
契約の相手方
　極東興和株式会社
　大分営業所

（参考画像）

東
分
署
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
は
公
売
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　消
防
本
部
東
分
署
に
配

備
し
て
い
る
水
槽
付
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
す

る
も
の
で
、契
約
の
相
手

方
は
大
分
市
の
『
株
式

会
社 

消
防
防
災 

大
分
本

店
』、契
約
の
方
法
は
指
名

競
争
入
札
、購
入
金
額
は

７
，９
５
３
万
円
で
す
。

 

問 

現
在
、東
分
署
に
あ

　
る
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

　
自
動
車
の
処
分
方
法
は

　
ど
う
す
る
の
か
。

 

答 

公
売
と
す
る
考
え
を

　
持
っ
て
い
ま
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　に
つ
い
て

　今
年
度
と
来
年
度
の
２

カ
年
で
実
施
す
る
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
通
信
機
器
を

現
在
の
１
Ｇ
Ｂ
か
ら
10
Ｇ

Ｂ
に
変
更
、更
新
す
る
た

め
の
工
事
に
係
る
契
約

を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

一
般
競
争
入
札
、総
合
評

価
に
よ
り
５
億
２
，２
５

０
万
円
で
『
株
式
会
社 

九
電
工 

大
分
支
店
』を
落

札
者
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。

 

問 

そ
も
そ
も
10
Ｇ
Ｂ
を

　
使
う
人
は
い
る
の
か
。

 

答 

本
市
に
お
い
て
は
約

　
67
の
事
業
所
等
が
10
Ｇ

　
Ｂ
を
利
用
す
る
と
見
込

　
ん
で
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

ギ
ガ
バ
イ
ト

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　
議
案
５
件
、請
願
１

件
を
付
託
さ
れ
、慎
重

審
査
の
結
果
、そ
れ
ぞ

れ
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
ま
し
た
。

地
元
の
要
望
に
よ
り
、道
路
改
良
。

■
市
道
路
線
廃
止
に
つ
い
て

■
市
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

　市
道
１
路
線
、現
道
の

木
浦
内
線
（
大
野
町
）を

廃
止
し
、現
在
、山
中
を

通
る
路
線
に
改
良
計
画

を
し
て
お
り
、財
源
と
し

て
「
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
」を
利
用
す
る
に

は
、そ
の
路
線
を
道
路
法

上
、先
行
し
て
議
会
議
決

が
必
要
な
た
め
廃
止
と
認

定
を
上
程
し
ま
し
た
。

 

問 

改
良
部
分
に
つ
い
て
、

　
ど
の
よ
う
な
改
良
が

　
必
要
な
の
か
。

 

答 

新
規
の
改
良
延
長
は

　
２
７
０ｍ
で
、地
区
よ

　
り
要
望
が
あ
り
ま
し

　
た
。地
区
内
の
道
路
の

　
拡
幅
を
検
討
し
ま
し

　
た
が
、既
存
の
建
物
が

　
干
渉
す
る
な
ど
、予
算

　
が
か
か
り
す
ぎ
る
た

　
め
、今
回
計
画
の
田
ん

　
ぼ
を
通
り
、山
側
を
通

　
す
ル
ー
ト
の
方
が
、経

　
済
的
に
な
る
と
の
理
由

　
で
積
算
を
し
、こ
の

　
ル
ー
ト
に
決
定
し
ま
し

　
た
。主
に
は
、地
元
か
ら

　
の
要
望
で
こ
の
ル
ー
ト

　
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問 

改
良
工
事
の
財
源
内

　
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る

　
の
か
。

答 

国
の
補
助
金
「
社
会

　
資
本
整
備
総
合
交
付

　
金
」が
61
・６
％
で
、残

　
り
は
単
費
か
、起
債
か

　
で
賄
う
予
算
配
分
を

　
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　
議
案
３
件
、請
願
１

件
を
付
託
さ
れ
、慎
重

審
査
の
結
果
、そ
れ
ぞ

れ
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
ま
し
た
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　
議
案
３
件
を
付
託
さ

れ
、慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
ま
し
た
。

一人
配
置
は
限
定
的
、問
題
は
な
い
。

■
豊
後
大
野
市
放
課
後
児

　童
健
全
育
成
事
業
の
設

　備
及
び
運
営
に
関
す
る

　基
準
を
定
め
る
条
例
の

　制
定
に
つ
い
て

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

置
く
放
課
後
児
童
支
援
員

の
数
の
基
準
を
変
更
し
、本

市
独
自
の
基
準
を
明
確
に

規
定
し
ま
し
た
。

 

問 

市
独
自
の
基
準
で
あ

　
る
放
課
後
児
童
支
援
員

　
の
一
人
配
置
を
認
め
る

　
こ
と
に
よ
り
、児
童
の

　
安
全
性
の
確
保
に
影
響

　
は
な
い
の
か
。

 

答 

１
人
配
置
は
、人
数
が

　
少
な
い
時
間
帯
及
び
土

　
曜
の
運
用
に
限
っ
て
で

　
あ
り
、児
童
の
活
動
範

　
囲
を
限
定
し
、緊
急
時

　
の
連
絡
体
制
を
し
っ
か

　
り
取
れ
る
よ
う
整
備
し

　
ま
す
。

■
豊
後
大
野
市
地
域
包
括

　支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

　に
係
る
基
準
及
び
当
該

　職
員
の
員
数
等
を
定
め

　る
条
例
の
一
部
改
正
に

　つ
い
て

　介
護
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、条
例
を
改
正

し
ま
す
。概
要
は
、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
人
材
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、配
置
基
準
を
緩
和
す

る
改
正
で
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

* 社会資本整備総合交付金…インフラの整備に関する事業等の実施に要する経費に充てるため、国が交付する交付金。
木浦内２号線（一部）

包括支援センター
（市役所1階）

主な議案の審査結果

*
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各議員の議案に対する賛否の状況（令和６年第２回定例会）
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　田嶋栄一議員は議長職のため表決権はありません。　

　
６
月
定
例
会
賛
否
一
覧

川
野
　辰
徳

衞
藤
　竜
哉

赤
峰
　映
洋

佐
藤
　辰
己

小
野
　順
一

沓
掛
　義
範

川
野
　優
治

首
藤
　正
光

佐
藤
　昭
生

春
野
　慶
司

原
田
　健
蔵

工
藤
　秀
典

高
野
　辰
代

後
藤
　雅
克

嶺
　
　英
治

吉
藤
　里
美

穴
見
　眞
児

新政会

議員名

件　名

会　　派　　名 れいめい会 緑政会 政友会 創生会 無会派議
決
結
果

議
決
年
月
日

一般

補正予算

請願・意見書

条例の一部改正等

豊後大野市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部改正について

豊後大野市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定について

豊後大野市地域包括支援センターの職員に係る
基準及び当該職員の員数等を定める条例の
一部改正について

豊後大野市営住宅条例及び豊後大野市体育施設
条例の一部改正について

他の普通地方公共団体の公の施設を豊後大野市の
住民の利用に供させることに関する協議について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第1号）

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第2号）

地方財政の充実・強化を求める意見書について

2024年度大分県最低賃金の改正等に関する
意見書について

令和6年度豊後大野市
病院事業特別会計補正予算（第1号）

財産の取得について

豊後大野市議会議員定数条例の
一部改正について

可決7月9日

可決7月9日

可決7月9日

可決7月9日

可決7月9日

可決7月9日
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　請
願
・
行
政
視
察
報
告

「
台
東
区
と
の
相
互
メ
リ
ッ
ト
の
構
築
」

　
　
　
月
20
日
、認
定
農
業

　
　
　
者
連
絡
協
議
会
と

産
業
建
設
常
任
委
員
会
と

の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、

「
農
業
を
取
り
巻
く

　環
境
整
備
に
つ
い
て
」

　
本
市
の
重
要
な
課
題
に

つ
い
て
、充
実
し
た
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
下
、主
な
意
見
の
内
容

で
す
。  

◆
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

 

意
見　
就
農
者
用
空
き
家

バ
ン
ク
の
充
実
を
切
望
。

　
農
業
を
し
た
い
人
は
い
る

が
、要
は
家
が
な
い
。企
業
誘

致
同
様
、本
腰
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
旧
大
恩
寺
小
学
校
跡
地

を
就
農
者
限
定
の
住
宅
地

と
し
て
地
域
農
業
の
担
い

手
対
策
の
た
め
低
価
格
で

斡
旋
を
要
望
。イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
は

県
外
か
ら
も
募
集
し
て
い

る
が
、２
年
後
の
卒
業
以
降

の
住
む
場
所
が
無
い
と
い

う
意
見
を
よ
く
聞
く
。

　
安
価
な
土
地
の
提
供
に

よ
る
ロ
ー
コ
ス
ト
一
軒
家
住

宅
支
援
も
必
要
。新
規
就
農

者
に
対
し
て
総
合
的
に
新

し
い
農
家
を
育
成
し
て
い

く
と
い
う
観
点
か
ら
「
儲

か
る
農
家
を
め
ざ
す
政
策

が
必
要
。

　
住
居
や
農
地
の
確
保
、そ

の
家
族
構
成
に
見
合
っ
た
医

療
、学
費
の
免
除
制
度
の
創

設
も
併
せ
て
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
長
期
的
な
農
業
者
所
得

の
継
続
・安
定
化
を
図
る
た

め
の
組
織
的
サ
ポ
ー
ト
も

必
要
。

◆
水
稲
中
心
の
土
地
利
用

　型
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

 

意
見　
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
が
見
直
さ
れ
、

令
和
９
年
度
以
降
、５
年
連

続
し
て
作
付
な
し
の
農
地

は
補
助
金
除
外
と
な
り
、厳

し
い
状
況
と
な
る
。本
市
独

自
の
取
組
み
は
で
き
な
い

か
。

　
新
規
就
農
者
に
向
け
た

水
稲
栽
培
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
成
に
よ
る
水
田
利
用

拡
大
に
よ
る
荒
廃
防
止
が

有
効
。

　
　
　
京
都
台
東
区
と
は
、

　
　
　
朝
地
町
出
身
の
彫

塑
家
朝
倉
文
夫
を
縁
に
、

友
好
都
市
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。台
東
区
の
新
人

議
員
は
、豊
後
大
野
市
に

訪
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
本

年
度
よ
り
、議
会
の
制
度

運
営
等
に
関
す
る
意
見
交

換
・調
査
研
究
を
行
う
た

め
に
、隔
年
で
行
政
視
察

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
今
回
の
視
察
は
、議
長

他
、各
委
員
長
計
８
名
が

訪
問
団
と
な
っ
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
「
台

東
区
と
豊
後
大
野
市
の
相

互
メ
リ
ッ
ト
の
構
築
」に
つ

い
て
議
論
し
た
。

　
そ
の
中
で
、森
林
の
少

な
い
都
会
で
は
、活
用
が

難
し
い
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
案
に
つ
い
て
提
案

し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、台
東
区

の
森
林
環
境
譲
与
税
を
財

源
と
し
、台
東
区
の
子
ど

東

山
口
県
美
祢
市

視
察
の
様
子

東
京
都
台
東
区

議
会
訪
問
の
様
子

２
０
２
４
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の

改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
採
択
の
請
願

２
０
２
４
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の
改
正
等
に
関
す
る

意
見
書
を
可
決
し
、国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

【
請
　願
　者
】連
合
大
分
南
部
地
域
協
議
会

【
紹 

介 

議 

員
】原
田
　
健
蔵

【
請
願
趣
旨
（一部
）】

【
請
　願
　者
】大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

【
紹 

介 

議 

員
】高
野
　
辰
代

【
請
願
趣
旨
（一部
）】

　
円
安
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
長
期
化
に
よ
る
原
材
料
費

等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、地
元
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
も
厳

し
い
経
営
状
況
に
晒
さ
れ
て
い
る
中
、雇
い
主
と
の
交
渉
の
場
さ

え
持
て
な
い
未
組
織
労
働
者
に
と
っ
て
、ま
さ
に
最
低
賃
金
制
度

は
「
暮
ら
し
を
支
え
る
生
命
線
」。最
賃
制
度
の
更
な
る
継
続
と

地
元
零
細
企
業
保
護
の
た
め
３
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

　
来
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

現
行
の
地
方
一般
財
源
水
準
の
確
保
か
ら一歩
踏
み
出
し
、日
本

全
体
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
賃
上
げ
基
調
に
相
応
す
る
人
件

費
の
確
保
ま
で
含
め
た
地
方
財
政
を
実
現
す
る
よ
う
１０
項
目
に

つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

も
に
豊
後
大
野
市
に
お
越

し
い
た
だ
き
、実
際
に
自

然
に
触
れ
る
中
で
、森
林

や
木
の
持
つ
役
割
や
大
切

さ
な
ど
学
ん
で
も
ら
う
と

い
う
こ
と
。親
し
み
や
す

い
交
流
を
行
う
こ
と
で
、

次
世
代
の
方
に
お
互
い
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
と
な
る
と
い
う

共
通
認
識
が
持
て
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

東
京
都
台
東
区
訪
問
行
政
視
察
5
23～

24

自
治
体
の
人
口
減
少
対
策
は
限
界
な
の
か
。

　
　
　
口
県
美
祢
市
、山
口

　
　
　
市
に
総
務
常
任
委

員
会
５
名
で
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
美
祢
市
で
す
が
、山
口

県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

「
M
i
n
e
秋
吉
台
ジ
オ

パ
ー
ク
」も
あ
り
、海
に
面

し
て
い
な
い
点
、人
口･

面

積･

高
齢
化
率
と
も
に
、本

市
と
同
規
模
の
自
治
体
で

す
。

　
美
祢
市
の
「
人
口
減
少

対
策
の
取
り
組
み
」は

･

三
市
合
同
婚
活
事
業

･

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

･

関
係
人
口
創
出
、

　
　
　
　
　
拡
大
事
業

･

空
き
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ

　
　
　
　
体
験
ツ
ア
ー

･

お
試
し
住
宅
の
整
備

･

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得

               

お
手
伝
い

･

お
試
し
移
住
へ
の
支
援

・空
き
家
バ
ン
ク
制
度
、等

　
本
市
と
予
算
の
違
い
は

あ
れ
、同
様
の
取
組
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

山

　
山
口
市
は
県
庁
所
在
地

で
「
ず
っ
と
元
気
な
山
口
」

を
テ
ー
マ
に
農
山
村
エ
リ

ア
の
活
性
化
に
向
け
た
移

住
、定
住
促
進
に
つ
い
て
、

移
住
に
向
け
た
訪
問
に
必

要
な
「
交
通
費
」、「
宿
泊

費
」補
助
。お
試
し
暮
ら
し

住
宅
、「
企
業
訪
問
・魅
力

体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
」な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

両
市
と
も
本
市
同
様
各
種

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

が
顕
著
な
実
績
は
上
が
っ

て
こ
な
い
実
情
を
感
じ
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
４
24～

25

採
択

採
択

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
願

◆
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

 

意
見　
猟
友
会
の
高
齢
化

に
伴
っ
て
、人
手
不
足
で
被

害
が
増
え
て
お
り
、当
初

張
っ
た
獣
害
ネ
ッ
ト
が
機
能

し
て
お
ら
ず
管
理
不
足
の

面
も
あ
る
。

　
ネ
ッ
ト
と
と
も
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
張
り
も
有
効
で
は

な
い
か
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

と
し
て

　
今
回
の
意
見
交
換
会
に

お
い
て
様
々
な
、貴
重
な
ご

意
見
や
提
案
を
い
た
だ
き
、

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

　
国
の
制
度
に
対
し
て
は

議
会
側
か
ら
意
見
書
と
し

て
提
出
す
る
方
法
も
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
し
た
。
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　意
見
交
換
会
・
永
年
表
彰
・
議
会
日
誌

農
業
を
取
り
巻
く
生
の
声
を
聴
け
た
意
見
交
換
会

農
業
を
取
り
巻
く
生
の
声
を
聴
け
た
意
見
交
換
会

　
　
　
月
20
日
、認
定
農
業

　
　
　
者
連
絡
協
議
会
と

産
業
建
設
常
任
委
員
会
と

の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、

「
農
業
を
取
り
巻
く

　環
境
整
備
に
つ
い
て
」

　
本
市
の
重
要
な
課
題
に

つ
い
て
、充
実
し
た
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
下
、主
な
意
見
の
内
容

で
す
。  

◆
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

 

意
見　
就
農
者
用
空
き
家

バ
ン
ク
の
充
実
を
切
望
。

　
農
業
を
し
た
い
人
は
い
る

が
、要
は
家
が
な
い
。企
業
誘

致
同
様
、本
腰
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
旧
大
恩
寺
小
学
校
跡
地

を
就
農
者
限
定
の
住
宅
地

と
し
て
地
域
農
業
の
担
い

手
対
策
の
た
め
低
価
格
で

斡
旋
を
要
望
。イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
は

県
外
か
ら
も
募
集
し
て
い

る
が
、２
年
後
の
卒
業
以
降

の
住
む
場
所
が
無
い
と
い

う
意
見
を
よ
く
聞
く
。

　
安
価
な
土
地
の
提
供
に

よ
る
ロ
ー
コ
ス
ト
一
軒
家
住

宅
支
援
も
必
要
。新
規
就
農

者
に
対
し
て
総
合
的
に
新

し
い
農
家
を
育
成
し
て
い

く
と
い
う
観
点
か
ら
「
儲

か
る
農
家
を
め
ざ
す
政
策

が
必
要
。

　
住
居
や
農
地
の
確
保
、そ

の
家
族
構
成
に
見
合
っ
た
医

療
、学
費
の
免
除
制
度
の
創

設
も
併
せ
て
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
長
期
的
な
農
業
者
所
得

の
継
続
・安
定
化
を
図
る
た

め
の
組
織
的
サ
ポ
ー
ト
も

必
要
。

◆
水
稲
中
心
の
土
地
利
用

　型
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

 

意
見　
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
が
見
直
さ
れ
、

令
和
９
年
度
以
降
、５
年
連

続
し
て
作
付
な
し
の
農
地

は
補
助
金
除
外
と
な
り
、厳

し
い
状
況
と
な
る
。本
市
独

自
の
取
組
み
は
で
き
な
い

か
。

　
新
規
就
農
者
に
向
け
た

水
稲
栽
培
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
成
に
よ
る
水
田
利
用

拡
大
に
よ
る
荒
廃
防
止
が

有
効
。

５

意見交換会の様子

議会日誌
4月 5月 6月

・第19回議会広報編集特別委員会
・第20回議会広報編集特別委員会
・産業建設常任委員会
・第21回議会広報編集特別委員会
・第9回議会運営委員会
・第12回議会活性化委員会
・総務常任委員会行政視察
  (山口県美祢市)
・総務常任委員会行政視察
  (山口県山口市)

2日(火)
4日(木)
9日(火)

11日(木)
18日(木)
22日(月)
24日(水)

25日(木)

・第10回議会運営委員会
・第1回臨時会
・認定農業者連絡協議会と
  産業建設常任委員会の意見交換会
・第13回議会活性化委員会
・東京都台東区議会表敬訪問
・東京都台東区議会表敬訪問

   9日(木)
16日(木)
20日(月)

23日(木)
24日(金)

・第11回議会運営委員会
・第22回議会広報編集
  特別委員会
・第2回定例会議案学習会
・第12回議会運営委員会
･第2回定例会開会
・本会議(一般質問)
・本会議（一般質問）

13日(木)
14日(金)

17日(月)
20日(木)
26日(水)
27日(木) 

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

永
年
在
職
議
員
表
彰

　
第
１
０
０
回
全
国
市
議
会

議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、本
市
の
議
員
が
、永
年
の

市
政
振
興
へ
の
功
績
を
称
え

ら
れ
、20
年
以
上
在
職
議
員

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

・
三
重
町
議
会
議
員  

1
期

・
豊
後
大
野
市
市
議
会
議
員

                     

　
5
期

 

20
年
以
上
在
職
議
員
表
彰

 

首
藤

　正
光
　議
員

◆
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

 

意
見　
猟
友
会
の
高
齢
化

に
伴
っ
て
、人
手
不
足
で
被

害
が
増
え
て
お
り
、当
初

張
っ
た
獣
害
ネ
ッ
ト
が
機
能

し
て
お
ら
ず
管
理
不
足
の

面
も
あ
る
。

　
ネ
ッ
ト
と
と
も
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
張
り
も
有
効
で
は

な
い
か
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

と
し
て

　
今
回
の
意
見
交
換
会
に

お
い
て
様
々
な
、貴
重
な
ご

意
見
や
提
案
を
い
た
だ
き
、

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

　
国
の
制
度
に
対
し
て
は

議
会
側
か
ら
意
見
書
と
し

て
提
出
す
る
方
法
も
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
し
た
。

　

７/５に豊後大野市商工会にて、豊後大野市商工会青年部の役員会が開催されましたので、この街
の将来を担っていく若きリーダーの皆さまにインタビューをさせていただきました。

　次
世
代
リ
ー
ダ
ー
特
集

次世代リーダー特集
ぶんごおおの

「豊後大野市商工会青年部」
役員インタビュー

Ｑ１…営んでいる業種はなんですか？／Ｑ２…現在の課題は？／Ｑ３…今後の目標と自己ＰＲなど

①墓石加工、販売
②仕事量が減っている。
　増やす活動をする。
　商工会部員増強運動。
③豊後大野市商工会青年部を　　
　一つにする。

会 長 水野 幸太郎さん（緒方町）

①人材業
②役員の育成
③億企業を豊後大野から作る。
　日本だけでなく、アジアそして
　世界に目を向けて会社を作る。

東 和毅さん（三重町）

①農業
②法人化に向けて
③農業の収入向上、
　作業効率の向上、
　人材確保。

田島 啓佑さん（緒方町）
①農機具販売修理
②顧客を増やす
③自社では販売だけではなくアフ
　ターサービスを1番に考えお客様  
　と末永くお付き合いできるよう
　に取り組んでいます！

田部 智好さん（朝地町）

①建設業
②若い世代に興味を
　持ってもらう
③これからの子ども達に残る事や
　物を作って行きたいです。

衞藤 正太郎さん（大野町）

豊後大野市商工会青年部に、
今後もご期待下さい！

①葬祭業、他
②新規事業への挑戦と
　人の教育・仕組化、効率化。
③より良いお別れができる環境を大
　分県下で拡げ、豊かな人生を送れ
　る人々を増やすお手伝いをしたい。
　頑張ります。

川野 晃裕さん（三重町）

①農業（アスパラガス、白ネギ）
②品質の安定
③栽培管理、出荷調整作業の
　効率化。

衞藤 竜誠さん（大野町）

①建設業
②資材などの価格高騰
③発展

帆足 亮一郎さん（千歳町）

①小売業
②需要の停滞
③常に地域密着
　異業種との連携

佐々木 大亮さん（清川町）

①クリーニング業・福祉
②社員教育
③社員が主役になれる会社を
　めざしている。大分県の観光
　業界を支えるお仕事です。

宮迫 奈緒美さん（犬飼町）
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■分かりにくい言葉の主なご意見

モニターアンケートのモニターアンケートの
結果報告結果報告

　
豊
後
大
野
市
議
会
で

は
、市
民
の
皆
さ
ま
と

議
会
の
結
び
つ
け
を
深

め
、議
会
だ
よ
り
の
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、議
会
だ
よ
り
へ
の

提
言
や
ご
意
見
を
伺
い

す
る
「
議
会
だ
よ
り
モ

ニ
タ
ー
」を
１
年
間
試
験

的
に
導
入
し
ま
し
た
。

１０
名
の
市
民
よ
り
モ
ニ

タ
ー
に
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

　
早
速
、第
８５
号
（
令

和
６
年
５
月
１
日
発

行
）よ
り
、議
会
だ
よ
り

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今

回
は
、初
回
と
言
う
こ

と
で
「
議
会
だ
よ
り
モ

ニ
タ
ー
」よ
り
い
た
だ
き

ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見

を
紹
介
し
、今
後
の
紙

面
作
成
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ま
に
、心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

豊後大野市議会だより

  2P…(当初予算） 減債基金、定額運用基金
  3P…(当初予算） 修正動議の「動議」という言葉　
  4P…(予算審査） 関係人口・サイクリングハブ
11P…(一般質問） 「相談が上がってくる」は、ただ上がるだけなのか、そのあとはどうするのかがわからない。
12P…(一般質問） 「第4ステージ」とは、具体的に何を指すのか。
15P…(一般質問） 「23の協定」とは、何なのか。
18P…(議会の年間サイクル）「分科会」とは、何なのか。
19P…(議会の年間サイクル）「進捗」→進み具合等の言い換えはできないか。
21P…(市民と議会の意見交換会） 基準額は国が定める児童数よりなぜ多くても少なくても減額されるのか。
22P…(議員定数・報酬） 「諮問」→意見を求める等の簡易な表現にできないか。
*用語の説明に関しては、今後集約して掲載していきます。

質問① 今回の議会だよりはどのくらい読まれましたか。

・必要に応じてページ数の増減があっても良い。
　  →今回は、通常より４Ｐ減らしています。
・印刷コストを考えると、現状が精一杯なんだと思います。
・２･３Ｐの歳入歳出の部分については、グラフ化した方が見やすいと思います。
　  →市報に円グラフが掲載されているので、あえて実数字と割合で表示しました。

質問③ 今回の議会だよりの中で、一番関心のあったページとその理由の主なご意見。
4･5P　(当初予算審査)

10～17P（一般質問）　

20P （市民と議会の意見交換会） ・市民の皆さんの生の声が紹介されているため。
23P  (人口減少対策）  

質問④ 自由にご意見・ご要望・疑問などを記入いただいた主なご意見。
＊ 議会だよりとても分かりやすく良かったです。R6年度予算P2～P3の件ですが、市債残高合計307億8,000万円
　にビックリ。今年度、公債費29億8,400万円返済するとなっているが、市債を53億7,600万円借入れし
　たら市債が増えるばかり、豊後大野市は破綻してしまいます。そうならないように議員の皆様宜しく
　お願いします。（60代　女性）
＊ 人口減少対策特別委員会の設置は、とても良いことだと思いました。ぜひ議会の力で人口減少を止められ
　るように頑張ってください。防災に関し議会でも議論されてますが、女性防災士の数を増やした方が良い
　と感じます。男性主体の避難所では女性の視点が欠けています。また、ペットのいる家庭、高齢者の避難
　も課題だと思います。議会での議論に期待します。今回の議会だよりは良かったと思います。（60代男性）
＊ センセーショナルな見出しや煌びやかな見栄えの追求に注力するのではなく、議会と有権者が共に成長
　出来るような紙面作りに邁進してほしいと思います。（40代男性）

読込み程度

総数10

１時間以上

5
30分～１時間

3
10分～30分

2
10分未満

0

質問② 議会だより全体の評価の欄に〇を付けて下さい。

ページ数

主な項目 評　価
多い
1

ちょうどよい
8

少ない

◆企画・構成・デザイン◆

0
色使い とても良い

2
良い
5

ふつう
3

悪い
0

図表・グラフの使用
とても良い

2
良い
4

ふつう
3

悪い
1

・伝えたいという熱意は理解できるがもう少し工夫がほしい。
　　→引き続き研究します。
・文字が大きくても良いと思う。
　  →前回より文字の大きさを統一したところなので、もう少し様子をみたいと思います。
・誰にもわかるように用語の言い換え等を考えてほしい。
・わかるけど補足をつけても良い所がある。
　  →検討していきたいと思います。

主なご意見  （青字は、広報編集委員会からの回答）

文字の量

主な項目 評　価
多い
4

ちょうどよい
5

少ない
0

用語は
分かりましたか

見出しのセンス
(ﾍﾟー ｼ上段のﾀｲﾄﾙ等)

とても良い

3
良い

4
ふつう

2
悪い

0

分かりやすい
5

ふつう
3

分からない
0

主なご意見  （青字は、広報編集委員会からの回答）・朝倉文夫記念館、広くて美しい敷地。でも年間４つのイベントしかありません。
  いつ行っても誰もいないもったいない、もったいない。
  大野町のサイクリングハブもいつも同じ、もったいない。

・人口減少すると公務員以外の人は直接被害を受けます。
  私ら商売人はとくにです。人口が減れば店も減ります。
  公と民の差が大きいと思います。よろしくお願いします。

・各議員の主義主張、政治信条と、その議員を当選せしめた有権者の質を推し量る
  事ができるため。
・一般質問です。どの議員が、どんな質問をしているのか関心があります。

*Pは第85号（2024.5）のページ数です

　豊
後
大
野
市
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
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別
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W
EBで

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

〒
879 -7198 大

分
県

豊
後

大
野

市
三

重
町

市
場

1200番
地

TEL 0974 -22 -1026 FA
X0974 -22 -8101

豊
後

大
野

市
議

会

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

　私たちの百枝小学校にはなかよし班があります。なかよし班は、全校を６つに
分けて作られた班です。
　なかよし班のよさは学年に関係なく、みんなが仲良くなれることです。普段あ
まり関わらない学年と一緒に活動することで仲良くなれます。また、毎年班が変
わるので多くの友だちを作ることができます。
　次になかよし班の主な活動を紹介します。
　１つ目はサマーフェスティバルです。班で１つの遊びを協力して準備し、運営
します。準備では、高学年が低学年に教え、本番では班の友だちとお店を運営
したり遊びに回ったりすることでより仲が深まります。
　２つ目はなかよし班掃除です。普段掃除をしないところを月１回掃除します。
雑巾の使い方やほうきでのはき方を教えることができ、より綺麗な百枝小学校
を実現することができます。
　このような伝統的取り組みを通して、みんながなかよしな百枝小学校にしていきます。

児童・生徒の思いを紹介

みんながなかよし百枝小学校

　大野小中学校中学部の生徒会テー
マは「つながる」です。
　このテーマには地域の方や小学部
の児童の方とつながりたいという思い
が込められています。
　５月に中学部では体育大会が行わ
れました。体育大会では毎年、生徒会
が 企 画 する競 技 があります 。今 年は

“綱がるAll Hands”という競技名で
綱引きを行いました。この競技では会
場にいる人に参加してもらいました。た
くさんの人と綱引きをすることで当日はみんなと「つながり」を持つ
ことができました。
　また、生徒会では今年から新聞を作っています。どうすれば地域
の人とつながることができるのかを考え、その取り組みとして地域の
人向けの新聞を作ることを決めました。中学部のことをたくさんの人
に知ってもらうために学校で行った行事や取り組んでいることなどを
記事にし、大野町の回覧板に挟んでもらっています。
　これからも生徒会を通してたくさんの人とつながれるような新しい
活動を企画していきたいです。

綱がる　All Hands

百枝小学校6年

福島　ひまり（左）
ふくしま

河野　心音　（右）
かわの ここね

大野小中学校9年

城井　杏菜
き  い あんな

　
第
２
回
定
例
会
が
例
年
に
比
べ
遅
く
閉
会
し

た
た
め
、今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
ひ
と
月
遅
れ

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
月
に
入
り
、暦
の
上
で
は
秋
の
夜
長
、草
木

が
衰
え
ゆ
く
季
節
で
す
が
、近
年
は
残
暑
も
厳

し
く
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
も
必
要

に
な
り
ま
す
。市
内
各
地
で
は
水
稲
の
登
熟
も

進
み
、無
事
に
収
納（
し
の
）が
始
ま
り
、反
収
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　  （
後
藤
）

議会を傍聴してみませんか？
次回９月定例会は、

９月２ 日に開会予定です。

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

高
野
　
辰
代

工
藤
　
秀
典

小
野
　
順
一

後
藤
　
雅
克

原
田
　
健
蔵

川
野
　
辰
徳

編
集
後
記

第87号は、12月1日発行予定です。
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